	区分
	作品タイトル
	あらすじ等

	大賞
	ひっこしやさんはおおいそがし
	からすのカースケはひっこしやさんです。、一日の仕事が終わり、のんびりしようとしていると、くまのくまきちさんがひっこしの依頼にやってきます。すると、自然環境が壊され、住む場所を移らなくてはならなくなった生き物たちから、次々にひっこし依頼の電話がかかってきて、カースケはおおいそがしというお話です。

	優秀賞
	みんなの森
	黒い荒地のまわりには、うさぎさん、きつねさん、いのししさん、くまさんが管理している自慢の４つの森があります。４匹は相談して黒い荒地に自分の森の木を植えて、みんなの森をつくるというお話です。

	
	アリくんの絵日記
	住宅街の真ん中にある小さな庭に住んでいるアリくんが、ダンゴムシやなめくじ、バッタなど、庭に住んでいる仲間を絵日記で紹介してくれるお話です。

	
	そらいろスカート
	ママのそらいろスカート。それはぼくのマントになり、お父さんのふとんになり…いろいろなものに変身し、最後はぼくの娘のそらいろスカートになりました。広げるとスカートが川のようにつながり、一枚の絵になるように作られています。

	
	おもちゃの　おいしゃさん
	フルタ先生は「おもちゃびょういん」のお医者さんです。先生のところには子どもたちが壊れたおもちゃを持ってやってきます。そんな様子を影から見守っている青い目の人形。先生がおもちゃのピアノを弾いたとたん、病院はおもちゃのゆうえんちへと変身し、青い目の人形も子供たちも楽しく遊び、おもちゃを大切にしようと思うお話です。

	
	ギン子・いのちはつらなる
	ときおは学校のプールで産まれたヤゴを先生から分けてもらいます。ときおと家族が見守る中、大事に育てたヤゴはやがて羽化し、自由な大空へと飛び立ちます。水辺が少なくなり、プールで卵を産んでしまうトンボのいのちをつないでいくというお話です。


	入賞
	アワビのかいていさんぽ
	アワビくんはカニのおじさんの背中に乗って、海底の散歩に出かけます。すると、最近ここの海に棲みついた生物がアサリやヤドカリを食べてしまう場面に出くわします。恐ろしくなり、あわてて引き返そうとしますが…。地球温暖化により海の生態系が変化しているというお話です。

	
	あおいほし
	宇宙の真ん中にあおいほし。そのほしは病気でした。そこに住む人々はほしを助けるため木を植え続けるというお話です。サイケ調の絵が素敵な本です。

	
	アマゴ物語
	新城市立協和小学校にあるアマゴハウス。そこにいるアマゴの様子をネコやサル、アマゴなどいろいろな視点からお話を作っています。2年生～6年生までの児童による合作です。

	
	おかえり　まってたよ！
	何十年に一度、地球へ旅立つちきゅう船。そこにはすでに絶滅した動物や絶滅寸前の動物たちが乗り込んでいました。懐かしい話をしていると、あっという間に地球が見えてきます。そして、地球は彼らの帰りを待っているというお話です。

	
	パパ・ママ　ぼしゅう中
	市役所でそこの土地にしかいないメダカの育ての親を募集し、ぼくと妹のゆきちゃんがパパ・ママになるお話です。移入種、外来種について描かれています。

	
	サンタからのSOS！
	地球温暖化によりサンタさんのおもちゃ工場はピンチです。そこで、サンタさんは子供のところへいき、地球温暖化の防止を呼びかけます。子供たちのおかげで、おもちゃ工場は助かり、サンタさんは子供たちへプレゼントを届けに行くというお話です。

	
	101匹のカメの大ぼうけん
	南国の砂浜に産みつけられた101個のカメの卵。101匹目に産まれたララは途中仲間とはぐれてしまい、様々な冒険をします。やがて、皆と再会し、幸せに暮らしますが、ふるさとの海に戻り101個の卵を産むというお話です。


	入賞
	川へ行こう!
	アメンボのメアリーがカメラのカメノスケ３号を連れて乙川（岡崎市）を探検に行き、色々な生き物に出会うお話です。川の生き物が上手に描かれています。

	
	いのちをたべる
	地球に生きているいのちを好き嫌いせず、残さず大事にいただきましょうということを描いた絵本です。

	
	みんなげんきになあれ
	モコせんせいは病院の先生です。毎日いろいろな患者さんがやってきます。ある日、なんと、地球が患者さんとしてやってきました。そこで、先生はみんなに協力してもらい、地球を元気にする方法を実践し、地球が元気になるというお話です。



「あいち環境絵本」入選作品について





「あいち環境絵本」入選作品について





「あいち環境絵本」入選作品について














PAGE  
1

